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自転車等の中速グリーンモードに配慮した
道路空間構成技術に関する研究

代表者：徳島大学大学院教授 山中英生
●自転車等の中速グリーンモードの
日本の特徴

・世界的に高い利用率（トリップシェア）先進国の
中でシェアを失わなかった国の一つ

・短いトリップ長、遅い速度
→ 中速性の不足
利用（高齢・女性）、走行空間（自歩道）

・高い事故率
→ 安心だが安全でない乗り物

高齢者・高校生

●研究目的
自転車を＜中速の交通モード＞として見直し、
道路政策・道路構造基準等の空間システムの指
針にむけて実用的知見を整理する。
→日本版 自転車道デザインマニュアルへ
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中速グリーンモード
研究会

（徳島大学）

政策分析ＷＧ
屋井（東工大）吉田（大阪市大）

中速グリーンモード利用を
支える道路政策

①海外都市の政策・道路環境
分析
20年度 コペンハーゲン
21年度 米国，韓国現地調査
22年度 比較分析 法制度，財

源，国自治体の役割構成
③我が国の都市における中速
グリーンモードが果たすべき役
割と道路政策指針
21年度 試案作成
22年度 指針作成

評価分析ＷＧ
金（茨城大）

中速グリーンモード対応
の道路空間構成

①混在環境の評価 サイクルレ
ビューシステムの開発

②交通共存性分析

21年度 共存性意識調査

22年度 共存性分析

③中速グリーンモードを支える
道路空間構成指針

21年度 指針案作成

22年度 自転車空間指針

情報伝達ＷＧ
山中（徳島大）

中速グリーンモードへの情
報伝達技術

①海外・日本での工種・調査分
析事例分析

④中速グリーンモードの情報伝
達技術の分析

マークサイズ，シケイン形状、
連続型路面マーク
②我が国の中速グリーンモード
の交通特性と影響
電動アシスト自転車の特性分析
ベロタクシー特性分析

研究検討会

山中（徳島大）・屋井（東京工大）・金（茨城大）・吉田（大阪市大）
久保田（埼玉大） 兵藤（東京海洋大） 土井（香川大）
阿部・橋本（岡山大） 羽藤（東京大） 森本（宇都宮大）
小川（立命館大） 浜岡（秋田大） 寺内（国士舘大）
元田・宇佐美（岩手県立大） 三国（地球の友・金沢） 鈴木（東工大）

①検討会での研究成果共有 ②現場視察 技術者・住民との情報共有
③地方説明会への参画 ④セミナー開催
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研究体制
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研究の意図

自転車を＜中速の交通モード＞として見直す。
新しい自転車類のモードの兆しを見据え＝中長期視点へ

道路政策・道路構造はいかにあるべきか？

我が国の自転車交通利用環境
・中速利用が難しい 自歩道＝徐行が基本

歩道対車道の論争
・車道原則 VS 実態＋感覚的議論
・道路管理，交通管理の協働体制の問題

モデル事業の繰り返し
・持続性、戦略性ある政策・整備の課題

技術的知見＋政策の体系化が必要


